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P ．184　　 多重ス ペ ク トル 手法 に よる卵巣腫瘍

MRI 画像 の カ ラ
ー表示
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　若年女性 に発 生 した間質性Leydig細胞腫瘍 に つ

き報告する。本腫瘍は 極めて稀な卵巣腫 瘍で あ り

，全世界で の報告例は 8例 しかな い 。

　［症例124 才 ， GOPO 。 主 訴は声の 低音化お よび

続発性 無月経 。 他覚所見 で は男性型陰毛，陰核肥

大お よ び約6cm径 の 充実性左卵巣腫瘍 を認めた。

腫瘍マ ーカ ーは ，全てcut　off 値以 下 で ，また各種

ホ ル モ ン 検査 で はteststerone の み 4．7ng！ml と著増 を

示した 。 治療は左附属器摘出な らび に 右卵巣楔状

切 除が行 なわれ た 。 ［考察1 報告 され た 8例 中2例

は両側発生 で 自験例を含め 5例 は片側発生 で あ っ た

。 発症年令は本症例を含め 2 例以外は全て 閉経後

に 発生 して い る 。卵巣 間質性 Leydig細胞腫瘍 は、

肉限的に は充実性腫瘤 を形成する 2cm〜5cm大の 腫

瘍で、割面 は多結節性で 黄白色ない し白色を呈す

る 。 光顕像 は H −E染色 で minor 　sexcord 　element を含

む症例 も報告 され て い る が 、
一
般 に こ の 腫瘍 は 2つ

の 細胞成分 よりな り、大部分は 莢膜細胞に類似 の

錯走する 紡錘型細胞の増成の 中 に 、島状 に黄体細

胞 類似 の ス テ ロ イ ドタ イ プ細胞集団 が 散在 し て い

る 。 そ の胞体内にReinke結晶を認め る こ とがLcydig

細胞 で ある こ との 条件 とされ て い る 。 電顕像で は

、Leydig細胞 は ミ トコ ン ドリ ア 、滑面な らび に 粗

面小胞体、ラ イ ソ ゾーム が豊富で 、とき に脂肪滴
やReinke結晶成分を含 む 。 本症例は以上 に合致 し

卵巣 間質性Leydig細胞腫瘍 と診断 した 。 尚 ， テ ス

トス テ ロ ン 抗体を用 い た特種染色で は腫瘍細胞細

胞質に陽性で あ っ た。本腫瘍は 良性 で あり、こ れ

ま で 手術後の 症例 に お い て 転移、再発 の 報告はな

い Q

［目的］ MRIは
， 測定条件 によっ て 多様な画像が

得 ら れ る こ とが 特長 で あ る が
， 信号強度分 布は

それ ぞ れ モ ノ ク ロ 透過画像 と して フ ィ ル ム 上 に

表示 さ れ る．そ の た め臨床上有用 な情報 を抽出

す る に は 複数 の モ ノ ク ロ 画像 を比較 検討す る繁

雑 な精神的作業が 必要で ある，そ こ で，MRI画像

を多重ス ペ ク トル 画 像 と み なす こ と に よ り各組

織 の 信号 特性 を一枚 の 画像上 にカ ラ
ー
表示 し，

卵巣腫瘍の MRI診 断を精密か つ 簡単 に する こ とを

試み た．　 ［方法】卵巣腫瘍患者の 同一断面 の MRI

画像 を フ ィ ル ム ス キャ ナ
ー

で パ ー
ソ ナ ル コ ン ビ

ュ
ーター

へ 256階調 の RGB　（red −
green

−blue） 画

像 と し て 取 り 込 み ， T1 強 調 画 像 は

R ： G ： B ＝ 255 ： 127 ： 0 ，
T2 強 調 画 像 は

R ：G ：B＝ 0 ：127 ：255 に 濃度階調変換 した後，各カ ラ

ー
チ ャ ン ネル 内で 加算し て ，

一
枚の 加算混合画

像 を合 成 し た ． MRI 画 像 の 撮 影 は Signa

1，5T（General　 Electric 　Co．）を用 い ，撮影条件

は T1 強調 画像 ，
　 T2 強 調 画 像 そ れぞ れ TR＝450 〜

566．7ms，　TE ＝ 11〜12ms ，　TR＝ 4000 〜4500ms
，

TE＝130〜136msと した ．　 ［成績］卵巣癌 の 実質部

分 は褐色 ， 漿液性卵巣腫 瘍は青色，皮様嚢腫の

脂肪は淡黄色 ，
チ ョ コ レ ー ト嚢腫は 暗橙色 に 表

示 された．カ ラ
ー画像上 で ，各組織 お よび腫瘍

内容 を きわめ て 容易 に識別 で きた．　［結論 ］T1

強調信号 とT2 強調信号が
一枚 の 画像上 に カ ラ ー

表示 され る結果，診断に 必 要な情報 を抽出す る

た め に両画像 を比 較検討する必 要が な く，本法

は 卵巣腫瘍 の 精密 なMR工診断 を下 す上 で きわ め て

有用な方法 で ある こ と が 明らかに な っ た ．
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